
　くまモンが大活躍中ですが、実は、そのおかげでひごまるも雑誌
へのコメントや写真、イベントへの出演依頼をたくさんいただきま

した。ひごまるのデザイン使用申請も昨年の約2倍！担当としてはうれしいかぎりで
す。最近、くまモンに押されて影が少々薄くなってきたひごまるですが写真に写れば
存在感は抜群！過去には地元雑誌が選ぶゆるキャラグランプリで大賞を獲ったこと
もあるんですよ。今後、ますます活躍予定ですので応援よろしくお願いします。   （赤）

再生紙を使用しています

ひごまるコール ☎

ホームページ

FAX 096-370-2002 電子メールアドレス 1500＠higomaru-call.jp
096-334-1500

さあ みんな 知ってる ひ   ご    ま    る

午前8時～午後9時（年中無休）

検　索ひごまるコール

休日在宅当番医、イベント情報、区の窓口
業務など、いつでもお尋ねください

配布に関するお問い合わせ
市政だより配布センター

0120-887-778
富合町・城南町にお住まいの方は
南区役所、城南総合出張所へ。

　肥後に帰国した清正は、まず朝鮮出兵で戦った家臣団に対す

る論功行賞と軍団の再編成を目的として知行宛行をおこない

ます。朝鮮出兵中に戦死あるいは病死した清正の家臣がかなり

いたと思われ、政情不安定な中央政局を考慮すると、家臣団の立

て直しが急務の課題でした。また、この時期に清正は寺社の復興

にも意欲を示しており、慶長4年11月29日に阿蘇社（現在の阿

蘇神社）に対して出した書状の中で、豊臣秀吉を祀る豊国社の建

立と、長く衰退していた阿蘇社の復興を約束しています。衰退し

ていたとは言え、古くからの肥後における宗教勢力を抱き込む

ことで、統治をスムーズに進める意図があったと思われます。豊

国社は翌年に立田山の中腹に完成しますが、加藤家改易後に社

殿は破却されています。

　さて、慶長5年に入ると清正が出す書状の数が極端に減少し、

上半期の書状は現在まで1通も確認されていません。そのため

清正の動向は不明と言わざるを得ませんが、この時期の一大事

業として熊本城を築城している形跡が認められます。前年の慶

長4年3月に清正の重臣が出した書状の中で「御城の普請に百姓

たちが動員されているらしいが、これは清正様が出された方針

に背くものであり、以ての外である。以後改めるように」と家臣

たちを咎めています。前回述べたように、朝鮮出兵後に清正は百

姓の休養政策を打ち出しています。これに違反して百姓を酷使

することは支配の根幹にも関わる非常にデリケートな問題で

すが、重要なのはその百姓たちが築城に使役されている事実で

す。書状の中で問題となっている「御城」とは、言うまでもなく現

在の熊本城のことです。熊本城の築城開始時期については、関ヶ

原合戦翌年の慶長6年が通説となっていますが、実際には秀吉

が死去し、朝鮮出兵が終わる慶長3年後半には築城に着手して

いたと考えて間違いないでしょう。そして、後の史料などと合わ

せて考えると、慶長5年末には大天守をはじめとする熊本城の

主要な建築群が完成していたと思われます。

　慶長5年6月、会津の上杉景勝に謀反の動きがあるとして、徳

川家康は大軍を編成して兵を東北に進めます。いわゆる会津征

伐です。これにより中央政局が大きく旋回し、この軍事行動が

関ヶ原合戦の直接的な引き金となります。前回述べた清正らに

よる石田三成襲撃計画によって居城・佐和山城（滋賀県彦根市）

に隠居を余儀なくされていた三成は、家康不在の機に乗じて打

倒・家康を掲げて挙兵します。三成挙兵の呼び掛けに応じた、毛

利輝元や宇喜多秀家ら全国の諸将が上方に集結し、10万人近い

西軍を形成します。肥後にいた清正のもとにも西軍参加の呼び

掛けがあり、7月には西軍の総大将・毛利輝元から即時上洛と西

軍への参加を求める書状がもたらされています。

　しかしながら、清正は早くから家康支持の立場を鮮明にして

いましたので、西軍からの誘いには一切耳を傾けることなく、九

州における東軍の主力として九州での軍事行動に備えます。九

州では清正のほかに、豊前中津（大分県中津市）の黒田如水、豊後

木付城（大分県杵築市）を守る細川家重臣の松井康之・有吉立行

が東軍として行動し、西軍に比べて兵力のうえでは不利な状況

でした。そのため、清正は家臣の斉藤利宗を松井・有吉のもとに

派遣して、不足物資の提供や情報の共有を約束し、互いの連携を

強めています。

　三成挙兵の知らせを聞いた家康は、会津征伐を中断して江戸

に戻ります。家康は8月末まで江戸に滞在しますが、清正は家康

の周囲にも自身の側近や小姓を派遣して、情報を逐一清正のも

とに報告させています。清正は、7月から8月中旬頃にかけて東

軍本隊との合流に意欲を見せますが、結果的には九州に留まり

ます。家康から九州における西軍大名領への侵攻を要請されて

いた一方で、軽率な軍事行動を自重するように命じられていま

した。そのような中、8月12日付の家康からの書状で、戦後の領

地加増の約束と軍事行動解禁を取り付けます。この書状が9月

10日に肥後の清正のもとにもたらされ、合戦近しと判断した清

正は13日に陣立（部隊編成）を整え、出陣準備に着手します。

　関ヶ原で東西両軍が激突したのが9月15日。奇しくも同日、

清正も肥後で軍事行動を開始させ、豊後で大友軍と交戦してい

た松井・有吉軍の救援に向かうため熊本城を進発します。
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〈19〉関ヶ原前夜

午前8時～午後8時（土曜・日曜日、祝日は除く）

このコーナーは、大浪 和弥さん（元熊本博物館学芸員）が執筆しています。
おお  なみ   かず  や

　7年におよぶ朝鮮出兵を終え、慶長4年（1599）9月頃に肥後に帰国した清正は、来るべく天下分け目の大戦

に備えるため、荒廃した肥後領内の復興と朝鮮出兵で消耗した家臣団の再編成に取り掛かります。

熊本市コールセンター
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おおいくさ

期 日
場 所

時 間
対 象

定 員
申込み

来年2月17日（日）
熊本城マラソンコース沿道などのイベ
ント会場
1団体15分～30分
音楽系（吹奏楽などの楽器演奏、歌、合唱
など）、パフォーマンス系（ダンス、チア
リーディング、踊りなど）、民俗芸能系
（和太鼓など地域・郷土の芸能）
50団体
11月1日～26日までに、申込書と演目資料を郵送または電子メール
（event@kumamotojyo-marathon.jp）で〒861-8601熊本城マラソン
実行委員会事務局へ
※受付完了後、メールまたは電話・ファクスなどで受付確認のお知らせをします。

日 時
場 所
内 容
出 演

対 象
定 員
申込み

日 時
場 所
内 容
出 演

対 象
定 員
申込み

11月23日（祝）　午後6時～8時
国際交流会館7階
各区報告会、パネルディスカッション
市議会議長、大学教授、市民団体代表、地域づくり
アドバイザー、熊本市長、各区長
市内に住む方
200人（先着順）
11月1日から氏名、電話番号、参加人数（3人まで）
を、電話かインターネット（higomaru-call.jp）で
ひごまるコール（☎096-334-1500）へ
※申込みをした方は当日直接会場へお越しください。

11月23日（祝）　午後6時～8時
国際交流会館7階
各区報告会、パネルディスカッション
市議会議長、大学教授、市民団体代表、地域づくり
アドバイザー、熊本市長、各区長
市内に住む方
200人（先着順）
11月1日から氏名、電話番号、参加人数（3人まで）
を、電話かインターネット（higomaru-call.jp）で
ひごまるコール（☎096-334-1500）へ
※申込みをした方は当日直接会場へお越しください。

（熊本城マラソン実行委員会事務局　☎096-328-2373） （区政推進課　☎096-328-2031）

～政令指定都市誕生記念～

第2回 熊本城マラソン
応援イベント出演者を募集します

演奏や演技などでランナーを応援しませんか！

第7回
市政リレーシンポジウム（最終回）
参加者募集！

無料

　今年度、「区のまちづくり」をメインテーマに各区で
開催してきたシンポジウムの最終回です。各区からの
報告をもとに、公開討論を行います。

　詳しくは、熊本城マラソンホームページ（http://kumamotojyo-marathon.jp/）
をご覧ください。

市政だより

 熊本市役所　〒860-8601 中央区手取本町1番1号 ☎096-328-2111（代表）　（発行／広報課 ☎096-328-2043） 熊本市役所　〒860-8601 中央区手取本町1番1号 ☎096-328-2111（代表）　（発行／広報課 ☎096-328-2043）
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気づくのは あなたと地域の 心の目

　少子化や核家族化など、時代の流れとともに子どもや家庭を
取り巻く環境が変わり、ひとりで子育てに悩むお母さんやお父
さんが増えています。
　子育てに悩んだり、疲れたり、だれかとおしゃべりがしたく
なったら、子育てほっとステーションに遊びにきてみませんか。
　今まで悩んでいたことが、すっと解決するかもしれません。
　だれもが子育ての喜びを感じ、楽しく子育てができるよう、皆
さんの身近な地域で子育てをサポートします。

11月は「児童虐待防止推進月間」です

詳細は次頁をご覧ください

楽しく子育て
仲間がいると元気になれる！
楽しく子育て
仲間がいると元気になれる！

遊びにきませんか
子育てほっとステーション
遊びにきませんか
子育てほっとステーション 親子で遊べます親子で遊べます

子育て情報が
いっぱいです
子育て情報が
いっぱいです

子育ての相談が
できます

子育ての相談が
できます

いろいろな
イベントもあります
いろいろな

イベントもあります

友達をつくりましょう友達をつくりましょう

1～3
5
6
17

22～26
28

ささえりあ紹介

くらしの情報

受講生募集

区のページ（中央・東・西・南・北区）

連載「加藤清正の実像」

子育て支援・児童虐待防止推進月間


